
日時：令和４年９月１日（木）～2日（金） 

会場：グランドプリンスホテル新高輪・国際館パミール 

共生社会をつくる地域包括ケア 

～生活を支えあう仕組みと実践～ 

 2年続けて中止となった「いきがい・助け合いサミット」が今年は東京で開催されます。会場

参加とオンラインのハイブリッド形式での開催となります。アトラクションや交流会、ポスター

説明が中止になったり、コロナ感染対策を講じた上で行われます。現地参加を希望していました

ので十分に気を付けて行って参ります。参加する分科会は次の通りです。 

1日目 全体シンポジウム   

 第１パネル 分科会２ 生活支援を助け合い活動で行うには、どうすれば良いか 

2日目 第２パネル 分科会１４ これからの２０年、日本は様々な冷たさを克服して、あた

たかい人間開花社会をつくることができるか 

 第３パネル 分科会３４ 地域は孤立しがちな人とどうつながるか 

 全体発表会   

 ８月のサロンは文京地区のみの開催となり、他の地区は中止となりました。地域それぞれに理

由はありますが文京地区がなぜ継続して開催しているのか、その秘訣に注目したいところです。

「これからはウイズコロナでやっていく！」というエリサポと住民の意見が合致しているのがポ

イントだと感じています。そして「開催するけど強制はしない」と個々の考えを尊重していま

す。開催していても感染者は出ていません。ウイズコロナ！ 


